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研究成果の概要 

 

本年度における研究成果としては，大枠の研究課題のうち「１．感染性エアロゾルに対し安全性

の高い対面交流の実現」について，2022年度における研究成果である正対二者間の呼気に含ま

れるエアロゾル直接曝露の音響流による抑制についてこれを原著論文として発表した点[1]に加

え，これを多者間の直接曝露の抑制に拡張し，かつ屋内環境における換気装置までエアロゾルを

誘導するという新たな音響流生成方略の検討を行い，原理的な実現可能性を検証した点が主要

なものとして挙げられる．これに加え，曲線状の音響流の生成が屋内における空気の滞留地帯に

おける換気の効率を向上させることでエアロゾル感染可能性を低減させうる点に着目し，この実現

のための超音波体積駆動力生成方略について向心力を考慮に入れた手法を新たに導出し，数値

計算および基礎的な実験によってこれが有効であることを実証した[2]． 

もう一つの研究課題である「デバイスを装着せずに相手の存在感を聴覚的に感じられるオンライ

ン交流システム」に対しては，非線形音響効果のうちパラメトリック音を用いて話者の音像を提示す

る手法を提案した．これは従来手法に比べ極めて小規模な装置構成で実現可能なものであり，音

源の放射方向の決定則を心理物理実験により明らかにしたことで実システム構築のための重要な

知見を得た．さらに，空間的に秘匿性を有する超音波放射法，および放射波形の設計法について

も導出し，着実に実環境システムの構築に向けた要素技術の開発を進めている．これらの成果は

萌芽的なものであるが，パラメトリック音を用いたパーソナルな立体音響システムの設計として新規

性が高く評価され，国内学会発表において 2件の講演賞を受賞するに至っている． 
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